平成24年度９月補正予算　　　支出科目　款：衛生費　項：保健予防費　目：成人病予防費
	事業名:がん診療設備整備事業費補助金（地域医療再生臨時特例基金）


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　健康福祉部　保健医療課　地域保健・健康増進係　電話番号：058-272-1111（内2550）
E-mail：c11223@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　補正要求額：64,648千円
（現計予算額：61,500千円　　　補正後予算額：126,148千円）
	要求内容


	１　要求の内容


平成２４年度、２５年度は地域医療再生臨時特例基金を活用し、公立病院を対象に、がん診療施設の設備の整備に対し補助する。
	２　所要経費


　岐阜県がん医療均てん化推進事業費補助金　126,148千円
　太枠内補助対象施設を追加する。　　　　　　　　　　　　　　　単位：千円
	病院名
	整備する設備
	事業費
	補助基準額
	補助額

	多治見市民病院
	ＣＴ装置
	47,427
	31,500
	15,750

	中津川市民病院
	ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾏﾝﾓｸﾞﾗﾌｨｼｽﾃﾑ
	71,400
	63,000
	31,500

	県総合医療センター
	凍結組織切片作成装置等
	33,042
	31,500
	15,750

	岐阜市民病院
	仮想気管支鏡支援システム等
	7,510
	31,500
	3,755

	郡上市民病院
	ＭＲＩ
	126,000
	63,000
	31,500

	県立多治見病院
	電子内視鏡システム等
	24,287
	31,500
	12,143

	土岐市立総合病院
	超音波診断装置
	45,000
	31,500
	15,750

	計
	354,666
	－
	126,148


　※岐阜県がん医療均てん化推進事業費補助金交付要綱
　　＠31,500千円（基準額）×1施設×1/2（補助率）
１品目の価格が52,500千円超の場合、基準額は総額63,000千円までを上限に加算できる。
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅴふるさと岐阜県を未来につなぐ人づくり
　４生涯を通じての健康づくりに取組む
　　○生活習慣病を予防する取組を進める
	２　これまでの取組状況


がんが、県民の大きな脅威となっていることから、地域におけるがん診断ならびに放射線療法及び化学療法などのがん診療体制を充実するなど、引き続きがん医療の均てん化を進める必要がある。これまで、地域におけるがん診療の中核拠点となる公立病院については、地域がん診療連携拠点病院である場合を含め、がん診療設備の整備を対象にした国庫補助制度がなかった。そのため、医療再生計画期間中に補助制度を創設し、整備を推進してきた。
　平成２３年度実績（県立多治見病院は翌年度繰越）　　　　　　　単位：千円
	病院名
	整備した設備
	事業費
	補助額

	土岐市立総合病院
	頭腹部用血管造影装置
	115,395
	31,500

	多治見市民病院
	電気メス等
	22,953
	11,476

	大垣市民病院
	幹細胞保存システム
	24,885
	12,442

	県立多治見病院
	リニアック
	666,750
	31,500

	　　　　　　　　　計
	829,983
	86,918


	３　これまでの取組に対する評価


　地域におけるがん診療の中核拠点である公立病院を対象に、がん診療設備の整備を対象にした国庫補助制度を創設し、その整備が推進された。引き続き、対象施設を増やしがん医療の均てん化を進める。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金
負担金
	使用料
手数料
	財　産収　入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	現計
予算額
	61,500
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	61,500

	補正
要求額
	64,648
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	64,648

	決定額
	64,648
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	64,648


